
令和3年度
いばらき宇宙ビジネス創造コンソーシアム
第3回会合（勉強会）開催のご案内

１．日時

令和４年１月１８日（火）15:00～17:00
２．場所

オンライン開催（Zoom）

３．参加者資格

いばらき宇宙ビジネス創造コンソーシアム会員

４．プログラム

５．参加申し込み
（1）第3回会合

①氏名②所属・役職③メールアドレスを御記入の上、令和4年1月14日（金）までに
メール（Konso-ibaraki@jspacesystems.or.jp）にて御連絡ください。

（2）個別相談会
下記URLのフォームより令和4年1月11日（火）までにお申込みください。
https://www.jspacesystems.or.jp/contact/

時間 内容

14:30～14:50 宇宙ビジネス個別相談会①

15:00 開会挨拶

15:00～16:00

事例
紹介

1.「今宇宙へ！総合繊維メーカーの未知の可能性
への挑戦」～シルクロードは宇宙へつづく～

講師：セーレン株式会社 研究開発センター 人工衛星グループ
中村 博一 氏

16:00～16:30

2.「海外に通じるコミュ力を」
～宇宙海外展開の現場から～

講師：（一財）宇宙システム開発利用推進機構 国際部
中村 晋作 氏

16:30～16:45 質疑応答（全体）

16:45～17:00 意見交換（参加者はZoomのブレイクアウトルームで自由に移動）

17:00 閉会挨拶

17:00～18:00 宇宙ビジネス個別相談会②～④

平素より、県行政の推進につきまして格別の御理解・御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

今般、茨城県が平成31年4月に立ち上げました「いばらき宇宙ビジネス創造コンソーシアム」の

活動として、以下のとおり令和3年度第3回会合を開催します。

宇宙ビジネスに参入され、前線で御活躍のセーレン株式会社に御登壇いただくほか、当コンソー

シアムの事務局である一般財団法人宇宙システム開発利用推進機構の専門家が宇宙ビジネスの海外

展開についての講座を行います。

また、今回は、勉強会の前後に事務局による個別相談（別途申請）のお時間を設けておりますの

で、宇宙ビジネス参入への御質問がありましたら、併せての申請を御検討ください。

詳細は次頁



事例紹介

１．「今宇宙へ!  総合繊維メーカーの未知の可能性への挑戦」
～シルクロードは宇宙へつづく～

講師：セーレン株式会社 研究開発センター 人工衛星グループ 中村 博一 氏

セーレンは、原糸製造から、織編、加工、縫製までの繊維一貫生産機能を有する総合
繊維メーカーです。蓄積された繊維技術を核とし、車輌資材、スポーツ･ファッション、
エレクトロニクス、環境・生活資材、メディカルの5つの事業領域にわたり、多彩かつ高
付加価値な企業活動を展開しています。
その中で現在「未知の可能性への挑戦！」とし、次世代に繋がるシーズの一つとして

「宇宙・衛星関連事業」を位置づけています。今回は、宇宙分野への進出のきっかけと
経緯、参入に当たっての苦労および現在の取組について説明します。

２．「海外に通じるコミュ力を」～宇宙海外展開の現場から～」
講師：（一財）宇宙システム開発利用推進機構 国際部 中村 晋作 氏

宇宙システム開発利用推進機構では、毎年夏に米国ユタ州で開催される小型衛星カン
ファレンスに参加して日本企業を売り込んでいます。
「いきなり海外？」と怯んではいけません。2019年において日本の宇宙産業は1.2兆円
(9割は官需)に対して世界市場は40兆円、2040年までには100兆円にまで膨らむ一大市
場です。海外企業や大学、関連機関は日本の技術力を認識しておりニーズは高まってい
ます。
繊細なのは製品や技術のみにして、大胆に攻めてみませんか？ユタでの活動や海外市

場へ進出するためのノウハウを余すところなくご紹介します。

宇宙ビジネス個別相談会

事務局（（一財）宇宙システム開発利用推進機構））の専門家による個別相談会を、以下

のとおり実施します。御希望の方は、下記URLのフォームよりお申し込みください。

【内容】

●第3回会合の前後において、Zoomによる個別相談を行います。

例：自社で開発中の人工衛星部品に対する技術的アドバイスを受けたい

地上用機器を宇宙機器に転用するにはどうしたらよいか知りたい など

●お申込みいただいた方には、事務局より別途相談のお時間（※）、アクセスURLに

ついて御連絡させていただきます。

（※）右表の①～④のいずれかの時間帯にて

個別相談を行います。

（時間帯については、相談希望件数に

応じて御相談させていただきます）

【お申込み先】

https://www.jspacesystems.or.jp/contact/

① 14:30～14:50

② 17:00～17:20

③ 17:20～17:40

④ 17:40～18:00


